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工場認定書

昭和コンクリートエ業株式会社

代表取締役村瀬大一郎殿

秋田県コンクリート製品協会評飾委員会が定めた

認定要領に基づき審査を行った結果下記工場が

製造品質管理基準を満たしていることを認める

認定泰号 ACA-0 5

認定工場昭和コンクリートエ業株式会社秋田工場

所在地秋田県大仙市大卷字宅地2 8-14

有効期間令和8年4月1日へ̂令和9年3月31日

  認定θ令和8年4月1日

秋田県コンクリート製品協;

会長 小山維

二記の内容は原本jこ

  i違の無いことを証明致します。向.
  一同評佃委員会

  ?和コ¢クリートエ業株式会社ブ、
し秋田工場

  =019-2331秋田県大仙市大卷字宅地28の1委員長德重英
TEL 0187 (77) 2321

圏
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発効日:2025年04月23日

日本産業規格適合認証書

認証に係る産業標準化法の根拠条項：産業標準化法第30条第1項

認証番号：MA0213002

認証取得者の氏名又は名称及び住所：

昭和コンクリートエ業株式会社

岐阜県岐阜市香蘭一丁目1番地

認証に係る工場又は事業場の名称及び所在地：

昭和コンクリートエ業株式会社秋田工場

秋田県大仙市大卷字宅地28の14

鉱工業品の名称：プレキヤスト鉄筋コンクリート製品

プレキヤストプレストレストコンクリート製品

認証に係るJIS番号：JIS A 5372、JIS A 5373

認証の区分：I類

「認証の範囲」は日本産業規格適合認証書附属書による

認証契約締結日：2013年06月19日

MSA
東京都港区浜松町2丁目2番12号

株式会社マネジメントシステム評価センター

代表取締役社長 屋一謹
鈴木浩二

本認証害は本証及び附属婁で構成され、電子文書として発行された内容は原本とこ
  その著作権、意匠及び商標はMSAに帰属します。相違の無いことを証明致します。
この電子文書による本認証書の有効性については本書の2次元コードから確認することができます。

本認証害に関するお問い合わせはjis-soudan@msac.co.jpまでお顯g和一違'|>クリートエ業株式会社
秋田工場 '

〒019-2331秋田県大仙市大卷字宅地28-14
TFT, (11^7 (77)

(1/2)
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発効日:2025年04月23日

日本産業規格適合認証書附属書

認証番号：MA0213002

認証の範囲：

認証の区分 製品の種類 製品（推奨仕様）

JIS A 5372 I 類 暗きょ類 鉄筋コンクリートボックスカルバート

JIS A 5372 I 類 用排水路類 フリューム

JIS A 5373 I 類 橋りょう類 道路橋用橋げた

JISマーク等の表不

  1) JISマークは、単色とし、直径30醐以上の大きさで表示

  2) JISマークの近傍に、次の事項を表示

  ①株式会社マネジメントシステム評価センター又はその略称

  ②認証番号

  ③日本産業規格の番号

  ④日本産業規格による種類及び呼びの略号

付記事項の表7E

  1) 製造業者名（工場若しくは事業場の名称又は略号)

  2) 製造年月日（又は略号）

表示の方法

  1) 表示単位は、1製品ごととし、表示の方法は、ゴム印押印又は刷り込み

  2) 容易に消えない方法による

msr
東京都港区浜松町2丁目2番12号

株式会社マネジメントシステム評価センター

.¥プ:::::簪;y

代表取締役社長 廣木游
鈴木浩二

本認証書は本証及び附属書で構成され、電子文書として発行された内容は原本に
  その著作権、意匠及び商標はMSAに帰属します。相違の無いことを証明致します。
この電子文番による本認証書の有効性につぃては本書の2次元コードから確認することができます。

本認証Wに関するお問ぃ合わせはjis-soudan@msac.co.jpまでお曙曾耗はt>クリートエ業株式会社

〒0 19-2331秋田県大仙市大卷字宅地28-14
TRI. 01X7 (77)バ?,1
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25S15719 -4/4頁

試験規格

硫酸ナトリウムによる細骨材の安定性試験表
JIS A 1122:2014

試験年月日 令和7年11月10日~11月15日

試験実施場所 技術研修センター試験室・恒温室

試

料

No. S-1 5 7 1 9

工場名 昭和コンクリートエ業株式会社秋田工場

  種類 川砂

  産地 秋田県仙北市角館地内

採取月日 令和7年10月30日

とどまる

ふるい
通るふるい

各群の

質量分率

試験前の各

群の質量

試験後の各

群の質量

各群の損失

質量分率

骨材の損失

質量分率

(mm) (mm) (%) (g) (g) (%) (%)

一 0. 075
2

― ― ―
―

0. 075 0.15

6

― ― 一
―

0.15 0.3 10 ― ― ―
―

0・3 0.6 18 100.0 98.4 1.6 0.3

0.6 1・2 26 100.0 99.0 1.0 0,3

1.2 2.5 28 100.0 99.0 1.0 0.3

2.5

5

10 100.0 98.7 1.3 0.1

5
1 0

0

1.3 0.0

  合計 100 1.0 /

秋田県生コンクリートエ業組合技術研修センター

以上

上記の内容は原本に
相違の無いことを証明致します。

昭和コンクリートエ業株式会社
秋田ェ瘍

〒019-2331秋田県大仙市大卷字宅地28-14
TEL 0187 (77) 2321
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25G15721 一 3/3頁

試験規格

硫酸ナトリウムによる粗骨材の安定性試験表
JIS A 1122:2014

試験年月日 令和7年11月10日~11月15日

試験実施場所 技術研修センター試験室・恒温室

試

料

No. G-1 5 7 2 1

工場名 昭和コンクリートエ業株式会社秋田工場

  種類 砕石 2005

  産地 秋田県仙北市西木地内

採取月日 令和7年10月30日

とどまる

ふるい
通るふるい

各群の

質量分率

試験前の各

群の質量

試験後の各

群の質量

各群の損失

質量分率

骨材の損失

質量分率

(nun) (mm) (%) (g) (g) (%) (%)

5

10 39 300 279 7.0 2.7

10 15 54 502 464 7.6 4.1

15 20

7

753 714 5.2 0.4

20 25

25 40

  合計 100 7.2 /

秋田県生コンクリートエ業組合技術研修センター

以上

c

上記の内容は原本に
相違の無いことを証明致します。

昭和コンクリー.トエ業株式会社
秋田工場

〒019ペ331秋田県大仙市大卷字宅地28-14
TEL 0187(77) 2321
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25G15721-2/3頁

試験規格

ロサンゼルス試験機による粗骨材のすりへり試験表
JIS A 1121:2022

試験年月日 令和7年11月7 B

試験実施場所 技術研修センター試験室・ ロサンゼルス室

試

料

No. G-1 5 7 2 1

工場名 昭和コンクリートエ業株式会社秋田工場'

  種類 砕石 2005

  産地 秋田県仙北市西木地内

採取月日 令和7年10月30日

とどまるふるい 通るふるい 各群の質量分率 試験前の各群の質量

(mm) (mm) (%) (g)

60 80

50 60

40 50

25 40

20 25

15 20

6

10 15 51 2500

5
10 38 2500

2.5

5 4

― 2.5

1

  合計 100 5000

  試験前の試料の質量：mi (g) 5000

粒度区分

C

  球の数（個）

8

  球の全質量（g) 3329

  試験後1.7 mmふるいに残った質量：m2 (g) 4545

  すりへり減量：R (%) 9.1，

備考

         上記の¢I.趣は原本A ；―
秋田県生コンクリ重・r。ター

昭和コンクリートエ業株式会社
秋田工場

〒019-2331秋田県大仙市大卷字宅地28-14
TEL 0187 (77) 2321
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細骨材の試験結果報告書

昭和コンクリ トエ業株式会社

秋田工場御中

件

名

試験番号25S15719-1/4頁
  発行日令和7年11月18日

〒OU-0904秋田市寺内蛭根1-15 -世
  秋田県生コンクリ-トエ業組合技術¥H ~

TEL 018-824-5540, FAX 018-823・̂^
  承認署名者・所長木村

顧客名称 昭和コンクリートエ業株式会社秋田工場

顧客住所 秋田県大仙市大卷字宅地28-14

試

験

品
白

種類※ 川砂

産地※ 秋田県仙北市角館地内

採取場所※ 産地に同じ

採取者※ 畠山敬'輝

採取月日※ 令和7年10月30日

その他※

受入れ時の状態 持込み.土嚢袋2袋（約50 kg)

受領年月日 令和7年10月31日

上記試験品目の試験結果は、下記の通りであることを証明いたします。

試験項目及び試験方法   試験結果

有機不純物

JIS A 1105:2015

試験年月日：令和7年11月7日

試験実施場所：技術研修センター計量室

標準色より淡い

塩化物量

JIS A 5308:2024 附属書JA JA.10p)

0. 000 % /

☆詳細は3頁のとおり

安定性

JIS A 1122:2014

1.0 % ，

☆詳細は4頁のとおり

備考

・上記試験項目は、全国生コンクリートエ業組合連合会認定試験項目である。

注1)本書の試験結果は、本書中に記載の試料についてのみ有効です。

  2) ※印の記載は、顧客の申告による。

  3）本報告書は、秋田県生コンクリートエ業組合技術研修センターの文書による承認なしでは、

完全な複製を除き、試験報告書の一部分だけを複製しないで下さい。

上記の内容は原本に
相違の無いことを証明致します。

昭和コンクリートエ業株式会社
秋田エ德

〒0 19-233 1秋田県大仙市大卷字宅地28-14
TEL 0187(77) 2321
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昭和コンクリー

骨材のアルカリシリカ反応性試験結果報告書

  試験番号25C5941-1/1頁
  発行日令和7年11月13日

〒〇11-〇9〇4 秋田?^
秋田県生コンクリ-トエ

TEL 018-824-5540,

承認署名者・所長

一番15 -18

’ ・嬢卿修̂^
口/離自fc-籠藝翁

  件名

顧客名称 昭和コンクリートエ業株式会社秋田工場

顧客住所 秋田県大仙市大卷字宅地28の14

試

験

品
目

種類※ 川砂

産地※ 秋田県仙北市角館地内

採取場所※ 産地に同じ

採取者※ 畠山敬輝

採取月日※ 令和7年10月30日

製造業者※ 株式会社ミウラ産業

その他※
(採取立会者）

㈱丸茂組三浦氏、㈱ミウラ産業佐々木氏、昭和コンクリートエ業㈱田村

受入れ時の状態 持込み・ 土嚢袋2袋(約50 kg)

受領年月日 令和7年10月31日

上記試験品目の試験結果は、下記の通りであることを証明いたします。

試験年月日 令和7年11月10日~11月11日

試験実施場所 技術研修センター計量室

試験方法
JIS A1145：2022「骨材のアルカリシリカ反応性試験方法(化学法)」

但し、溶解シリカ量の定量は原子吸光光度法により行った。

試験項目
試験結果 （mmol/L)

判定1 2 3

平均値

アルカリ濃度減少量（Rc) 118 122 116 119

無害/
溶解シリカ量(Sc) 109 107 99 105

判定は、JIS A1145:202211骨材のアルカリシリカ反応性の判定によった。

この判定には、試験における測定の不確かさを考慮していません。

注1)本書の試験結果は、本書中に記載の試料についてのみ有効です。

  2) ※印の記載は、顧客の申告による。

  3) 本報告書は、秋田県生コンクリートエ業組合技術研修センターの文書による承認なしでは、

完全な複製を除き、試験報告書の一部分だけを複製しないで下さい。

以上

上記の内容は原本に;
相違の無いことを証明致します。

昭和コングり-トエ業株式会社
秋田工場

〒019-2331秋田県大仙市大卷字宅地28-M
TEL 0187(77) 2321

2026.3



6nia^
110322JP

骨材のアルカリシリカ反応性試験結果報告書

昭和コンクリートエ業株式会社秋田工場御中

  試験番号25C5942-1/1頁

  発行日令和一̂1一130
〒011-0904秋田市

秋田県生コンクリ-トエ

TEL 018-824-5540,

承認署名者・所長

象義轉響研修ま
す藤網甲国23-蠢一釀

  件名

顧客名称 昭和コンクリートエ業株式会社秋田工場

顧客住所 秋田県大仙市大卷字宅地28の14

試

験

品
百

種類※ 砕石2005

産地※ 秋田県仙北市西木地内

採取場所※ 産地に同じ

採取者※ 畠山敬輝

採取月日※ 令和7年10月30日

製造業者※ 株式会社ミウラ産業

その他※

(揉取立会者）
㈱丸茂組三浦氏、㈱ミウラ産業佐々木氏、昭和コンクリートエ業㈱田村

受入れ時の状態 持込み・ 土嚢袋2袋(約50 kg)

受領年月日 令和7年10月31日

上記試験品目の試験結果は、下記の通りであることを証明いたします。

試験年月日 令和7年11月10日~11月11日

試験実施場所 技術研修センター計量室

試験方法
JIS A1145：2022「骨材のアルカリシリカ反応性試験方法(化学法)」

但し、溶解シリカ量の定量は原子吸光光度法により行った。

試験項目
試験結果 （mmol/L)

判定1 2 3

平均値

アルカリ濃度減少量（Rc) 58 58 57 58

無害/
溶解シリカ量（Sc) 26 26 26 26

判定は、JIS A1145:202211骨材のアルカリシリカ反応性の判定によった。

この判定には、試験における測定の不確かさを考慮していません。

注1)本書の試験結果は、本書中に記載の試料についてのみ有効です。

  2) ※印の記載は、顧客の申告による。

  3) 本報告書は、秋田県生コンクリートエ業組合技術研修センターの文書による承認なしでは、

完全な複製を除き、試験報告書の一部分だけを複製しないで下さい。

以上

上記の内容は原本に;;
相違の綠いことを:証明致します。

昭和コンクリートエ業抹式会社
'秋田工場:二」

〒019-2331秋田県大仙市大卷字宅地28-14
TEL 0187(77) 2321
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  2026年1月度~2026年6月度コンクリート用化学混和剤(JIS A 6204)試験結果報告番

種 類高性能減水剤（I種）

商品名シーカビスコクリートGL 8000 W

1.コンクリートの試験結果

  項目 JIS A 6204による規定値 形式評価試験値 性能確認試験値

フ

レ

ツ

シ

ン

ク
リ
1
卜

    減水率%   12 以上 12， 12 Z

  ブリーディング量の比%   - 以下 ―

ブリーディング量の差cd/cd   - 以下 一 一

凝結時間の差
分

  始発   +90 以下 -30/ -25

  終結   +90 以下 -20 , -25 /

経時変化量
スランプcm   - 以下 ―

―

  空気量%   一以内 ―

硬
化

ン

ク
リ
f
卜

圧縮強度比%

材齢1日   - 以上 ―

材齢2日(5°〇   - 以上 ― ―

材齢7日   115 以上 138/ 138メ

材齢28日   110 以上 128， 128/

  長さ変化比%   110 以下 98 Z

凍結融解に対する抵抗性
  は日射動漉枠俘数%)

  — 以上 一 ―

    注記1.1m3当たりの化学混和剤の使用量形式評価試験2. 63 kg/ma 性能確認試験2.63kg/m
注記2. 性能確認試験は6か月ごとに1回実施し、この表に表示している試験値は、2025年11月の

試験結果である。ただし圧縮強度の性能確認試験は1年に1回実施し、この表に表示している試験値は、

  2025年5月の試験結果である。
   注記3. この表に表示している形式評価試験は、2025年12月に シーカ・ジャパン秩式会社

で実施した試験結果である。

      2.埴化物イオン(CI・)量及び全アルカリ量  

  項目 JIS A 6204
による規定値

形式評価試験値
性能確認試験

化学混和剤中の含有量
Infaたりの化学
混和剤の使用量 試験値

塩化物イオン(cr)量 0.02 kg/m 以下 0.00 kg/rri 0.01 % 2. 63 kg/m 0.00 kg/ rrf

全アルカリ量 0.30 kg/m'以下 0. 01 kg/m 0.3 % 2. 63 kg/rri 0. 01 kg/rri

  注記1.性能確認試験は6か月ごとに1回実施し、この表に表示している試験値は、2025年11 月の

試験結果である。

   注記2.この表に表示している形式評価試験は、2025年12月にシーカ・ジャパン株式会ネ
で実施した試験結果である。

   3.その他の項目ー   ー

  項目 規格値 試験値

密度（g/cd, 20°〇 1.01 ~ 1.11 1.03 X

  注記. この表に表示している試験値は、一̂生H・ーの試験結果nあ・内容は原本に
相違の無いことを証明致します。

昭和コンクリートエ業株式会社
萩由エ德

〒019-2331秋田県大仙市大卷字宅地28-14
TEL 0187 (77) 2321
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  昭和コンクリ-トエ業(株）秋田工場御中

シーカ・ジヤノ Cン

  2026年1月度~2026年6月度コンクリート用化学混和剤(JIS A 6204)試験結果報告番

種 類AE剤（I種）
商品；̂シーカコントロール101AER

1.コンクリートの試験結果

  項目 JIS A 6204による規定値 形式評価試験値 性能確認試験値

フ

レ

ツ

シ

ン

ク
リ
I
b

    減水率%   6 以上 8 / 8 /

  ブリーディング量の比%   - 以下 ― ―

ブリ 'ーディング量の差cri/cm   - 以下 ― ―

凝結時間の差分

  始発   一 60 ~ +60 -30 / -20 X

  終結 —60 +60 -55 Z -20，

経時変化量

スランプcm   - 以下 一
―

  空気量%   ―以内 一

硬
化

ン

ク
リ
(
b

圧縮強度比%

材齢1日   - 以上 ― ―

材齢2 0 (5°〇   - 以上 ― ―

材齢7 0   95 以上 109 / 114 X

材齢28日   90 以上 102 Z 103 ,

  長さ変化比%   120 以下 102 / ―

凍結融解に対する抵抗性
  (相対動弾性係数%)

  60 以上 95/ ―

    注記1.im3当たりの化学混和剤の使用量形式評価試験0.01 kgZm 性能確認試験0.01kg/m

注記2. 性能確認試験は6か月ごとに1回実施し、この表に表示している試験値は、2025年12月の
試験結果である。ただし圧縮強度の性能確認試験は1年に1回実施し、この表に表示している試験値は、

  2025年6月の試験結果である。

     注記3. この表に表示している形式評価試験は、2025年12月にシーカ.ジャパン株式会社
で実施した試験結果である。

2.塩化物イオン(CD量及び全アルカリ量

  項目 JIS A 6204
による規定値：

形式評価試験値
性能確認試験

化学混和剤中の含有量
itrfaたりの化学
混和剤の使用量 試験値

塩化物イオン(Cl/)量 0.02 kg/rri 以下 0. 00 kg/rri 0. 00 % 0.01 kg/m 0, 00 kg/m3

全アルカリ量
0. 30 kg/以下 0. 00 kg/rri 3.7 % 0.01 kg/ rri 0・ 00 kg/rn

注記1.性能確認試験は6か月ごとに1回実施し、この表に表示している試験値は、一2025年12月の
試験結果である。

    注記2.この表に表示している形式評価試験は、2025年12月にシーカ・ジャパン株式会社
で実施した試験結果である。

    3.その他の項目  

  項目 規格値 試験値

密度（g/cd，20°〇   1.04 ~ 1.08 1.06 /

   注記. この表に表示している試験値は、2〇25年12月の試験結果王'堯秀わ容はは本に
相-の無いこiをe明致します。

昭和コンクリートエ業株式会社
秋田工場

〒019-2331秋田県大仙市大卷字宅地28-14
TEL 0187 (77) 2321'
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総数 5頁のうち1頁

校正証明書番号M-25163

校正証明書

  顧客名

顧客 住所

  名称

  型式

  能力

製造番号

試験機番 号

製造 年月

製造者 名

検証報告書番号

    力指示計

センサー 種 類

センサー 識 別

総 レンジ 数

校正 レンジ

校正 方法

実施 条件

トランスファスタンダード

   校正結 果

受付 年月日

校正 年月日

校正実施場所

昭和コンクリートエ業株式会社秋田工場

秋田県大仙市大卷字宅地28-14

油圧式一軸試験機

 曲げ

圧縮:250 kN

2205

09-C-183

1995年12月

株式会社杉本試験機製作所

m-25163

アナログ（目盛板と指針）

計測ラム・シリンダー

 無し

3R : 250,100, 50 kN

圧縮：250,100, 50 kN

JIS B 7721：2018(ISO 7500-1:2015)による

2頁のとおり

3頁のとおり

4~5頁のとおり

2025年7月18日

2025年8月4日

秋田県大仙市大卷字宅地28-14

校正結果は以上のとおりであることを証明する

  2025年8月5日f廷由-i由
秋田県大仙市大曲丸子町8-1酒社羅

株式会社増井商̂

代表増井龍- 自
Kt 士賊番号第1S拗号増井耕

この証明書は、巨本産業規格に基づくものであり使用した校正機器は国家標準にトレーサブルな標準値が付与されておりま
  To B "
発行機関¢ 一ー̂&この証明書の一部のみを複製して用いることは禁じられています'

相bの無いことを証明致します。

昭和コン$リートエ業株式会社
秋田工場

〒019-2331秋田県大仙市大卷字宅地28-14
TEL 0187 (77) 2321

2026.3



総数 5頁のうち 2頁

校正証明書番号M-25163

校正の実施条件

  1) 一軸試験機の校正は、3頁に記載した圧縮用力計をトランスファスタンダードとして

用い、一軸試験機の力伝達系を含む力測定系全体に圧縮力を作用させて実施した。

  2) 予備負荷の回数は3回である。

    3) 校正を行う最小レンジでは、ピストンの位置を20 % 40 % 60 %に変更して

実施した。

  4) 予備負荷及び/又は各負荷サイクルの間の待機時間は、1分である。

C 5)力計の指示値の測定は、負荷が校正力に達すると同時に行った。
  6) 力計の位置変更をせず実施した。

  7) 附属品の評価は、最小レンジにおいて実施した。

  8) 一軸試験機及び/又は校正に必要な機器等は、校正を始める1時間前からすべての校

正が終了するまで連続した通電が行われた。

  9) 校正実施場所の温度は23.1〇C~23. 7で、湿度は60. 0 %+ 2. 0 %、気圧は1001

hPaであった。

なお、各測定シリーズを校正中の温度変動は2で以内であった。

10)—般検査において異常は認められなかった。

上記の内容は原本に
相違の無いことを証明致します。

昭和コンクリートエ寒一株式会社
秋田工場一

〒019-2331秋田県大仙市大卷字宅地28-14
TEL 0187 (77) 2321

2026.3



総数 5頁のうち 3頁

校正証明書番号M-25163

校正に使用したトランスファスタンダード

管理 番号

名称及び器物番号

校正証明書番号

型式及び定格容量

指示計型式及び番号

不確かさ及び等級

校正 温度

校正年月日

内挿校正式の有無

指示装置との組合せ

LC-06

ロードセル：No. AHG07007

53-2373454-1

CLJ-300KNB: (300 kN)

SCOUT55：N〇. 095080008

20 kN~ 300 kN相対拡張不確かさ0-2) 0.05 %1級

60 kN~ 300 kN相対拡張不確かさ（A=2) 0. 038 % 0. 5級

23 〇C

2023年11月16日

あり

組合わせ校正

管理 番号

名称及び器物番号

校正証明書番号

型式及び定格容量

指示計型式及び番号

不確かさ及び等級

校正 温度

校正年月日

内挿校正式の有無

指示装置との組合せ

LC-05

ロードセル:No. AHE08006

53-2361001-1

CLJ-100KNB:(100 kN)

SCOUT55：N〇.102489011

4 kN~100 kN相対拡張不確かさ0-2) 0.06 %1級

22. 9 〇C

2024年3月29日

あり

組合わせ校正

上記の内容は原本に
相違の無いことを証明致します。

昭和コンクリートエ業株式会社
秋田工場

〒019-2331秋田県大仙市大卷字宅地28-14
TEL 0187(77) 2321

上記の相対拡張不確かさは信頼の水準約95%に相当する。

2026.3



総数 5頁のうち 4頁

校正証明書番号M-25163

0.16

0.15

-0.10

相対

拡張

不確かさ

ひ一cal一utm (%)
0. 22

0. 22

0. 22

0. 22

0. 22

力
一

20. 0

40.0

60.0

80. 0

100. 0

0.00

0, 00

0. 00

0. 00

0. 00

相対

  力指示

  (kN) 誤差

(?(%)
   50. 0 0. 03

  100.0 0.15

   150. 0 0. 29

  200. 0 0. 22

   250. 0 -0. 01

相対

拡張

不確かさ

ひ一cal一utm (%)
0. 22

0. 22

0. 22

0. 22

0. 22

レンジ容量：1〇〇 kN 等級

0.12

0. 28

0.21

0. 23

相対

繰返し

誤差
み(%)

   0. 02 0. 00

   0. 08 0. 00

   0. 05 0. 00

   0. 03 0. 00

   0. 03 0. 00

トランスフア

スタンダード

管理番号

LC-06

LC-06

LC-06

LC-06

LC-06

トランスフア

スタンダ'ード

管理番号

LC-05

LC-05

し005

LC-05

LC-05

相対

分解能

a(%)

0. 20

0.10

0. 07

0. 05

0. 04

相対

分解能

a (%)

0. 20

0.10

0. 07

0. 05

0. 04

相対

繰返し

誤差
ろ(%)

0. 04

0. 00

0. 02

0. 02

0, 00

上記の拡張不確かさは信頼の水準約95 %に相当し、包含係数たは2である。

拡張不確かさは、JCG204S21不確かさの見積もりに関するガイド(力/一軸試験機)
に従って算出した。

相対指示誤差の決定は、JIS B 7721:2018の6. 4. 5項、6. 4. 8項及び6. 5項、相対分解

能の決定は同6. 2項及び6. 3項、等級分類の判定基準は同6. 4. 6項及び7項による。

上記の内容は原本に
相違の無いことを証明致します。

昭和コンクリートエ業株式会社
秋田工場

〒019-2331秋田県大仙市大卷字宅地28-14
TEL 0187 (77) 2321

校正結果

レンジ容量：250 kN 等級1Z

対
口
差
%
)

相
ゼ
誤
%
(

対
復
差
%
)

相
往
誤
v
(

対
口
差
%
)

相
ゼ
誤
以

1
S
I

一
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総数 5頁のうち 5頁

校正証明書番号M-25163

0. 48

0. 48

0. 42

0.21

0. 24

-0. 04

-0. 04

一〇. 04

-0.04

-0.04

-0.04

トランスファ

スタンダード

管理番号

LC-05

LC-05

LC-05

LC-05

LC-05

LC-05

相対

分解能

6Z（%)

0. 40

0. 20

0.10

0. 07

0. 05

0. 04

  相対相対

拡張 繰返し

  不確かさ誤差

  ひ一cal一血! (%) 磯
  0.41 0.73

  0.22 0.66

  0. 22 0. 24

  0.22 0.19

  0.22 0.13

  0.22 0.13

   10. 0 -0. 20

   20. 0 0. 24

   30. 0 0. 52

   40. 0 0. 51

   50. 0 0. 24

上記の拡張不確かさは信頼の水準約95 %に相当し、包含係数たは2である。

拡張不確かさは、JCG204821不確かさの見積もりに関するガイド(力/一軸試験機）

に従って算出した。

相対指示誤差の決定は、JIS B 7721:2018の6. 4. 5項、6. 4. 8項及び6. 5項、相対分解
能の決定は同6. 2項及び6. 3項、等級分類の判定基準は同6. 4. 6項及び7項による。

以下余白

上記の内容は原本に
相違の無いことを証明致します。

昭和コンクリートエ業株式会社
秋て場

〒019-2331秋田県大仙市大卷字宅地28-14
TEL 0187(77) 2321

校正結果

レンジ容量：50 kN 等級1Z

紺
鶴̂

対
口
差
%
)

相
ゼ
誤
/
〇
(

対
示
差
%
)
6
4

相
指
誤
バ
-
0
.

j
N
)
°

2026.3



  JIS B 7721：2018 5項 メンテナンス前の測定シリーズ検証結果

(iSO 7500-1:2015）

  型式曲げ油圧式一軸試験機

  能力 圧縮：250kN

製造番号 2205

製造者 ㈱杉本試験機製作所

  検証番号：25163

顧客名：昭和コンクリ~トエ業株式会社秋田工場

  検証日：2025年8月4日

レンジ：1
相対誤差(%)

トランスフア

標準器

管理番号

*等級

容量

⑽

試験力

 ⑽）

力計定数 測定①

「〇¢ 1

指示

Q

許容値

ゼロ

 f
〇

許容値

増加 ±1.0 ±0.1

250

50 49,98 49.97 0.03 ①

0.00

LC-06

1

100 99.98 99.79 0.19 LC-06

150 150.00 149.57 0.29 LC-06

200 200.03 199.68 0.18 LC-06

250 250.06 250.05 0.00 LC-06

分解能(kN)

0.1   指示計のセ・ロ戻り(kN) 〇.〇   24.5 試験温度（で）

レンジ：2
相対誤差(%)

トランスフア

棟準器

管理番号

*等級

 容®

⑽

試験力

 ⑽）

力計定数 測定①

ro・1

指示

Q

許容値

ゼロ

 f
。

許容値

増加 ±1.0 土 0.1

TOO

20 19.983 20.027 -0.22 ①

0.00

LC-05

1

40 39.975 39,965 0.02 LC-05

60 59.974 59.868 0.18 LC-05

80 79,977 79.833 0.18 LC-05

100 99.979 100.041 -0.06 LC-05

分解能(kN)

0.04   指示計のセ'口戻り（kN) 0.00   24.7 試験温度（で）

レンジ：4
相対誤差(%)

トランスフア

標準器

管埋番号

*等級

容量

一

試験力

(kN)

力計定数 測定①

「〇・1

指示

Q

許容値

ゼロ

許容儘

堆加 ±1.0 ±0.1

50

5

4.997 5.034 -0.73

①

0.00

LC-05

1

10 9.992 9.970 0.22 LC-05

20 19.983 19.897 0.43 LC-05

30 29,978 29.815 0.55 LC-05

40 39.975 39.757 0.55 LC-05

分解能CkN) 50 49.974 49.817 0.32 LC-05

0.02   指示計のゼ□戻り(kN) 〇.〇〇   24.7 試験温度（で）

*等級は測定した「相対指示誤差」，「相対ゼロ誤差Jによる

部分判定です。

*相対誤差の許容値は1等級のものを記載しています。

*測定値には、温度補正を施しています。

上記の内容は原本に
相違の無いことを証明致します。

昭和コンクリートエ業株式会社
秋田工場

〒019-2331秋田県大仙市大卷字宅地28-14
TEL 0187 (77) 232 1 株式会社増井商会
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総数 5頁のうち1頁

校正証明書番号M-25164

校正証明書

  顧客名

顧客 住所

  名称

  型式

  能力

製造番号

試験機番 号

製造 年月

製造者 名

検証報告書番号

力 指 示 計

センサー 種 類

センサー 型 式

センサー器物番号

センサー 容 量

総 レンジ 数

校正 レンジ

校正 方法

実施 条件

トランスフアスタンダード

校正 結果

受付 年月日

校正 年月日

校正実施場所

昭和コンクリートエ業株式会社秋田工場

秋田県大仙市大卷字宅地28-14

油圧式一軸試験機

A-200-B1

圧縮:2QQ0 kN

8334

15-C-005

1993年12月

株式会社前川試験機製作所

m-25164

ディジタル

圧カセル

HVS-752-400

236312

400 kgf/cm

4R : 2000,1000, 500, 200 kN

圧縮：2000,1000, 500, 200 kN

JIS B 7721:2018 (ISO .7500-1:2015)による

2頁のとおり

3頁のとおり

4~5頁のとおり

2025年7月18日

2025年8月4日

秋田県大仙市大卷字宅地28-14

校正結果は以上のとおりであることを証明する

計最士賴番号第13346a増井耕

この証明書は上記本寧胃職一̂ざものであり使用した校正機器は国家標準にトレーサブルな標準値が付与されておりま
  す。相違の無いことを証明致します。
発行機関の書面による承認なしにこの証明書の一部のみを複製して用いることは禁じられています，

昭和コンクリートエ業株式会社
秋田工場

〒019-2331秋田県大仙市大卷字宅地28-14
TEL 0187 (77) 2321

2025年8月5日
秋田県大仙市大曲丸子町8-1

株式会社増井商，

代表増井龍-

2026.3



総数 5頁のうち2頁

校正証明書番号M-25164

校正の実施条件

  1) 一軸試験機の校正は、3頁に記載した圧縮用力計をトランスファスタンダードとして

用い、一軸試験機の力伝達系を含む力測定系全体に圧縮力を作用させて実施した。

  2) 予備負荷の回数は3回である。

  3) 校正を行う最小レンジでは、ピストンの位置を20 % 40 % 60 %に変更して

実施した。

  4) 予備負荷及び/又は各負荷サイクルの間の待機時間は、1分である。

C 5)力計の指示値の測定は、負荷が校正力に達すると同時に行った。
  6) 力計の位置変更をせず実施した。

  7）一軸試験機及び/又は校正に必要な機器等は、校正を始める1時間前からすべての校

正が終了するまで連続した通電が行われた。

  8) 校正実施場所の温度は23.1〇C~23. 3 QC、湿度は68. 5 % + 0. 5 %、気圧は1002

hPaであった。

なお、各測定シリーズを校正中の温度変動は2 QC以内であった。

  9) 一般検査において異常は認められなかった。

上記の内容は原本に
相違の無いことを証明致します。

昭和コンクリートエ業株式会社
秋田工場

〒019-2331秋田県大仙市大卷字宅地28-14
TEL 0187(77)2321

2026.3



総数 5頁のうち 3頁

校正証明書番号M-25164

校正に使用したトランスファスタンダード

管理 番号

名称及び器物番号

校正証明書番号

型式及び定格容量

指示計型式及び番号

不確かさ及び等級

校正 温度

校正年月日

内挿校正式の有無

指示装置との組合せ

LC-08

ロードセル:No. AHK07004

53-2373454-3

CLJ-3MNB: (3000 kN)

SCOUT55；N〇. 095080008

200 kN~ 3000 kN相対拡張不確かさ（え=2) 0. 05 % 0. 5級

23.1 〇C

2023年11月16日

あり

組合わせ校正

管理 番号

名称及び器物番号

校正証明書番号

型式及び定格容量

指示計型式及び番号

不確かさ及び等級

校正 温度

校正年月日

内挿校正式の有無

指示装置との組合せ

LC-07

ロードセル：No. AHI07008

53-2373454-2

CLJ-1MNB:(1000 kN)

SC0UT55：No. 095080008

40 kN~1000 kN相対拡張不確かさ¢>=2) 0. 057 %1級

23.1 0C

2023年11月16日

あり

組合わせ校正

上記の内容は原本に
相違の無いことを証明致します。

昭和コンクリートエ業株式会社
秋田工場

〒019-2331秋田県大仙市大卷字宅地28-14
TEL 0187 (77) 2321

上記の相対拡張不確かさは信頼の水準約95%に相当する。

2026.3



総数 5頁のうち 4頁

校正証明書番号M-25164

-0.01

-0.11

16

0. 00

0. 00

0. 00

0. 00

0. 00

相対

拡張

不確かさ

一ca]一utm (%)
0. 22

0. 22

0. 22

0. 22

0. 22

力

⑽)

400.0

800. 0

1200. 0

1600.0

2000. 0

トランスフア

スタンダード

管理番号

LC-08

LC-08

LC-08

LC-08

LC-08

トランスフア

スタンダード

管理番号

LC-07

LC-07

LC-07

LC-07

LC-07

相対

分解能

0. 25

0.13

0. 08

0. 06

0.05

相対

分解能

a (%)

0. 25

0.13

0. 08

0. 06

0. 05

相対

拡張

不確かさ

ひ一cal一utm (%)
0. 22

0. 22

0. 22

0. 22

0. 22

相対

繰返し

誤差
ゐ(%)

0. 05

0.01

0.01

0.01

0. 03

  200. 0 0.13

   400. 0 0. 01

  600. 0 0, 02

  800. 0 -0. 02

1000.0 -0.10

v(%)

0. 35

0.11

0. 07

0. 04

相対

繰返し

誤差
b(%)

   0. 03 0. 00

  0. 08 0. 00

   0. 03 0. 00

   0. 05 0. 00

  0. 02 0. 00

レンジ容量：2000 kN 等級

上記の拡張不確かさは信頼の水準約95 %に相当し、包含係数女は2である。

拡張不確かさは、JCG204321不確かさの見積もりに関するガイド(力/—軸試験機)
に従って算出した。

相対指示誤差の決定は、JIS B 7721:2018の6. 4. 5項、6. 4. 8項及び6. 5項、相対分解

能の決定は同6. 2項及び6. 3項、等級分類の判定基準は同7項による。

上記の内容は原本に
相違の無いことを証明致します。

昭和コンクリートエ業株式会社
秋田工場

〒019-2331秋田県大仙市大卷字宅地28-14
TEL 0187 (77)2321

レンジ容量：1000 kN 等級1Z

校正結果
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総数 5頁のうち5頁

校正証明書番号M~25164

0. 00

0.00

0.00

0.00

0.00

相対

拡張

不確かさ

ひ一cal—utm (%)
0. 30

0. 22

0. 22

0. 22

0. 22

力
(kN)

40.0

80.0

120.0

160.0

200.0

トランスフア

スタンダード

管理番号

LC-07

LC-07

LC-07

LC-07

し C-07

トランスファ

スタンダ'―ド

管理番号

LC-07

LC-07

LC-07

し C-07

LC-07

相対

分解能

0. 20

0.10

0. 07

0. 05

0. 04

相対

分解能

a (%)

0. 25

0・13

0.08

0.06

0. 05

  相対相対

  拡張繰返し

  不確かさ誤差

  ひ一Cり加(%) b(%)
  0.22 0.07

  0.22 0.03

  0. 22 0. 02

  0. 22 0. 01

  0. 22 0. 01

   100.0 0. 29

  200.0 0.31

   300. 0 0. 23

  400.0 0.22

  500. 0 0.18

0. 25

-0.06

0.01

0. 05

0. 00

0. 00

0. 00

0. 00

0. 00

レンジ容量：200 kN 等級

相対

繰返し

誤差

b（X)

0. 35

0. 06

0. 04

0.02

0. 04

校正結果

レンジ容量：500 kN 等級1

上記の拡張不確かさは信頼の水準約95 %に相当し、包含係数たは2である。

拡張不確かさは、JCG204821不確かさの見積もりに関するガイド(力/一軸試験機)

に従って算出した。

相対指示誤差の決定は、JIS B 7721:2018の6. 4. 5項、6. 4. 8項及び6. 5項、相対分解

能の決定は同6. 2項及び6. 3項、等級分類の判定基準は同7項による。

以下余白

上記の内容は原本に
相違の無いことを証明致します。

昭和コンクリートエ業株式会社
秋田工場

〒019-2331秋田県大仙市大卷字宅地28-14
TEL 0187 (77) 2321

 X
誤

(%)^

対
示
差
%
)
2
1
6
2
3
3
1
2
9

相指誤̂
-0・'°・・--0・-0・-0・

1
篇
|

1
1
1
1
1

湖
|
2
川

対
示
差
%
)

相
指
誤̂

カ
ー

対
口
差
%
)

相
ゼ
誤
以

2026.3



一軸試験機のトレーサビリティ体系一 241201

標準

国立研究開発法人産業技術総合研究所計量標準センター jess

力標準 質i標準

特定標準器 特定標準器

二次標準

C

㈱増井商会

標準

環状ばね型力計・容積型力計 ロードセル型力計

能力(kN) 器物番号 管理番号 能力(kN) 器物番号 管理番号

1

AHM08044 し c-oi

3

AHM08045 し002

10 AHQ08004 LC-03

30 AHS08003 LC-04

100 AHE08006 LC-05

100 AHE110002 LC-05B

300 AHG07007 LC-06

300 AHG100003 LC-06B

1000 AHI07008 LC-07

1000 AHI100005 LC-07B

3000 AHK07004 LO08

5000 A190057101 LO09

・カ計のJCSS校正周期は2年毎
(JIS B 7728 8.3.2)

卜財)日本品質保証機構[JQA】

JCSS 0064

㈱昭和測器

JCSS 0112

㈱東京測器研究所

JCSS 0090

特定二次標準器 特定二次標準器 特定二次標準器

(―財)日本品質保

JCSS

征職[JQA】

0029

特定二汝標準器

ニュートンおもり（1N~2ON 2?個計220N)

能力(N)

数置
器物番号 管理番号

1~5

5

8

(81-85）
WN1

2—10

5

8

(8 i—8s)
WN2

5—25

5

8

(8i~85)
WN5

10—60

6

8

¢1へ・ 86)
WN10

20—120

6

8

(8 i—Se)
WN20

・おもりのJCSS校正周期は5年毎

C*JCT20402 4.3)に準ずる

ュ・ー ザ

*独立行政法人製品評価技術基盤機構認定センター

発行<JCSS技術的要求事項適用指針〉

一軸試験機

  校正に使用した標職は上記体系図のとおり国家標準にトレーサブルである。株式会社増

ノ/ひキ年¢?月グ

*校正に使用した標準器は校正証明書に記載されています。

代表増井龍

計量士 N〇13345増井耕

上記の内容は原本に
相違の無いことを証明致します。

昭和コンクリートエ業株式会社
萩由エ德

〒019-2331秋田県大仙市大卷字宅地28-14
TEL 0187 (77) 2321
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J!S B 7721 ：2〇18 5項メンテナンス前の測定シリ~ズ検証結果

(ISO 7500-1:2015）

  型式A-200-B1油圧式一軸試験機

  能力圧縮：2000kN

製造番号 8334

製造者 ㈱前川試験機製作所

廻E番号一: 25164

顧客名：喝和コンクりートエ塞株式会社秋田工場

  皇証日：2025年8月4日

レンジ：1
相対誤差(%)

トランスフア

揉準器

管理番号

*等級

容量

 ⑽）

試験力

 ⑽）

力計定数 測定①

「0・1

指示

Q

許容揄

ゼロ

 f
。

許容値

堆加 士 1.0 士 0.1

2000

400 400.6 399.8 0.21 ①

0.00

LC-O8

0.5

800 800.7 799.8 0.12 LC-08

1200 1200.7 1200.1 0.05 LC-08

1600 1600.4 1601.0 -0.04 LC-08

2000 2000.0 2001.9 -0,09 LC-08

分解能（kN)

1

  指示計のセ□戻り(kN) 〇   24.2 試験温度（で）

レンジ：3
相対誤差改）

トランスフア

標準器

管理番号

*等級

容量

⑽

試験力

一

力計定数 測定①

「0.1

指示

許容儘

ゼロ

 f
。

許容値

増加 ±1.0 士 0.1

500

100 100.17 99.95 0.22

①

0.00

LC-07

1

200 200.34 199.82 0.26 LC-07

300 300.48 299.70 0.26 LC-07

400 400.61 399.89 0.18 LC-07

500 500.73 499.53 0.24 LC-07

分解能(kN)

0.2   指示計のセ* 口戻り(kN〉〇.〇   23.8 試験温度（で）

レンジ：2
相対誤差(%)

トランスフア

棟準器

帝理番号

*等級

容量

 ⑽）

試験力

⑽

力計定数 測定①

ro-1

指示

（
7

許容値

ゼロ

 f
。

許容値

増加 ±1.0 ±0.1

1000

200 200.34 200.00 0.17 ①

0.00

LC-07

1

400 400.61 399.89 0.18 LC-07

600 600.83 600.24 0,10 LC-07

800 801.00 800,57 0,05 LC-07

1000 1001,12 1001.03 0.01 LC-07

分解能（kN)

0.5   指示計のゼロ戻り(RN) 〇,〇   23.9 試験温度（て）

レンジ：4
相対誤差(%)

トランスフア

操準器

管理番号

*等級

容量

CkN)

試験力

⑽

力計定数 測定①

「0・1

指示

Q

許容倣

ゼロ

 f
。

許容値

増加 ±1.0 +0.1

200

40 40,07 40,18 -0.27 ①

0.00

LC-07

1

80 80.14 80.33 -0.23 LC-07

120 120.21 120.49 -0.23 LC-07

160 160.27 160.68 -0.25 LC-O7

200 200.34 200.81 -0.24 LC-07

分解能CkN)

0.1   指示計のセ'口戻り(kN) 〇.〇   23.7 試験温度（で）

*等級は測定した「相対指示誤差」，「相対ゼロ誤差」による

部分判定です。

*相対誤差の許容値は1等級のものを記載しています。

*測定値には、温度補正を施しています。

上記の内容は原本に
相違の無いことを証明致します。

昭和コンクリートエ業株式会社
・秋田工場

〒◦19-2331秋田県大仙市大卷字宅地28-14
TEL 0187(77) 2321

株式会社増井商会

2026.3



繡SIB激潔流締5潔薇済̂部激®激 IOA 灘潔潔潔潔潔縮漏激®激撒職

紀
芯鍼

恋

越

碑
飴

自

.バヤ|ツ%.

ZA麟 ICSS'^UdCSSOOM
Accredited
Calibration

校正
依頼者 名

依頼者 住所

計量器の名称

型式及び器物番号

管理 番号

製造者 名

指示装置及び器物番号

管理 番‘号
製造者 名

校正 方法

校正実施条件

校正 結果

校正実施年月日

校正実.施場所

力計の不確かさ

力の範囲

  4 kN ~ 100 kN

総数4頁の1頁

証明書番号53-2361001-1

童

株式会社増井ほ

秋田県大仙市大曲

口'―ドセル（ひ'^み-拜ロー ドセル）

CLJ-100KNB (圧縮100 kN ) No.AHE08006

LC-05

株式会社東京測器研究所

デイジタル指示計SCOUT55 No.102489011

HOTTINGER BALDWIN MESSTECHNIK

JQA校正要領書による(文書番号 E534603) - JIS B 7728 : 2013(ISO 376:2011)

2頁のとおり

'3頁のとおり

2024年3月29日

愛知県北名古屋市沖村五反22番地

一般財団法人日本品質保証機構中部試験センター

計量計測課校正室

  相対拡張不確かさの最大値等級（参考）

  0.060 % 1級

上記の相対拡張不確力ゝさは信頼の水準約95 %に相当し、包含係数iは2である。

校正結果は以上のとおりであることを証明します。

2024年4月1日

愛知県北名古屋市沖村五反22番地

一般財団法人日本品質保証機構

  中部試験センター一..

所長中嶋大一̂

翼
驗

如勿

55誇

匁

公

公

茂

公

公

泌
邊

公
改述

誘
虎

哭

i
誘
沙
雜
s
i
滋
湾

獄

   K・この証明書は、計量法第14 4条第1項に基づくものであり、特定標準器（国家標準）にトレーサブルなS¢
  標準器により校正した結果を示すものです。.

&2 書面による承認なしに、この証明書のカラーコピー及び一部分のみを複製して使用することを禁じます。

   gi 当センターは、ISO/IEC 17025:201.7に基づく校正機関として認定さ枚・獅>MW原本にg
德纖纖纖纖纖SS遽纖麓纖纖擲纖纖纖SSS盤纖盤潔なS灘灘纖鍋一艇巖総繡纖芯

昭和コンクリートエ業株式会社
秋田工場

〒019-2331秋田県大仙市大卷字宅地28-14
  ・TEL 0187(77) 2321

萱理番号:LC 一 05
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総数4頁の2頁

証明書番号53-2361001-1

校正実施条件

1)力計の校正は、,

名

称

校正証明'書番号
型式及び能力

器物番号

力の方向

『二次標準器を用いて実施した。

力基準機

第215353号

  神圧式；300 kN
AKN-01202-1

圧縮ヵ：

力基準機が発生する校正力の相対拡張不確かさ

  力の範囲相対拡張不確かさ

  3kN~ 300kN 0.023 %

  5kN~ 300 kN 0.020 %

上記の相対拡禎不確かさは信頼の水準約95 %に相当し、包含係数たは2である。

  2) 予備負荷の回数は、力変換器の第一の設置方向では3回、第二及び第三の

設置方向では1回である。

  3) 負荷は0°、120°及び240°に設置を変えた3方向について実施した。

  4) 予備負荷及び各負荷サイクル間の待機時間は3分である。

  5) 力計の指示値の測定は、当該負荷ステップに達してから30秒後に行った。

  6) 設置方向0°では、力の増加方向についてのみ2回実施した。

  7) 設置方向120°及び240°では力の増加及び減少について1回実施した。

  8) 指示装置の分解能は、0.002 kNである。

9 )指示装置の設定は、ノラセット番号5，N〇：M,VALUEを+100000，

RANGEを2,15224で行った。

  10) 力変換器への励起電圧は、AC2.5 V，4.8kHzである。

  11) 力変換器と指示装置の接続ケーブルは、5mの長さである。

  12) 力計及び指示装置は、校正を始める12時間前からすべての測定が終了する

  まで連続した通電が行われた。'
  13) .校正を実施したときの校正室の温度、気圧、湿度は以下のとおりである。

温度：22.8。C±1CC、気圧：1006 hPa、湿度：57 %

校正器物の温度は以下のとおりである。

温度：22.9 OC±1 0C

以下余白

〇
〇

上記の内容は原本に
相違の無いことを証明致します。

昭和コンクリートエ業株式会社
秋田工場

〒019-2331秋田県大仙市大卷字宅地28-14
TEL 0187 (77) 2321
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総数4頁の3頁

証明書番号53-2361001-1

相対拡張不確かさ

(%)

0.060

0.050

0.038

0.033

0.033

0.033

0.033

0.029

上記の相対拡張不確かさは信頼の水準約95 %に相当し、包含係数たは2である。

上記の校正結果は、増加及び減少する力の測定に適用できる。

ただし、減少する力の測定に適用する場合は、ヒステリシスの不確かさを加える必要が

上記の校正結果は、校正範囲において下記の内挿校正式から内挿推定されるすべての力
に適用できる。

内挿校正式

力F(kN)から出力値X(kN)を算出：

X^Ao+ArF+As-F^Aa-F3
  A〇= 3.744890x 10-3

  Ai- 9.985973xl〇-'

  A2= 2.045641xlO'5

  A3= -8.866196x10-8

出力値;X(kN)から力F(kN)を算出：

F=B0 + B]-X+B2-X2 + B3-X3
  B〇= -3.744029x10-3

  B != 1.001404

  B2= -2,048060x10-5

  B3= 8.881713xl〇-8

以下余白

上記の内容は原本に
相違の無いことを証明致します。

昭和コンクリートエ業株式会社
秋田工場

〒◦19-2331秋田県大仙市大卷字宅地28-14
TEL 0187 (77) 2321

力

C

(kN)

4

10

20

30

40

60

80

100

校正結果

力計の出力値

(内挿校正式による値）

(kN)

3.998

9.992

19.983

29.978

39.975

59.974

79.977

99.979
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総数4頁の4頁

証明書番号53-2361001-1

諸特性（参考)

力

F (kN)

力 '計

繰返し性

  b b'

の相対誤差(%)

零 内挿 往復

   f〇fc v

相対分解能
(%)

r/F

等級

   4 0.025 0,025

   10 0.020 0,000

   20 0.015 0.010

   30 0.010 0.003

   40 0.013 0.005

   60 0.008 (L010

   80 0.014 0.008

   100 0.007 0.001'

   -0.005 -0.009 0.038

   -0.005 0.015 0.045

   -0.005 -0.010 0.055

   -0.005 . 0.001 .0.047

   -0.005 0.001 0.039

   -0.005 0.001 0.023

   -0.005 -0.001 0.008

   -0.005 0.000 -

  0.050 1

  0.020 1

  0.010 1

  0.007 1

  0.005 1

0.003

0.003

0.002

o

注1)b, b',f〇,fc,v, rの意味はnSB7728 :2〇13の4項による。

注2)相対誤差の決定は同ア5項、分解能の決定は同ア2項、等級分類の判定基準は同7.3項及び
8.2項による。

注3)等級分類の判定には、相対往復誤差を含めてある。

特記事項：校正品の受理後、ゼロ調整を除き修理及び調整を行わず校正を実施した。

  以上〇

上記の内容は原本に
相違の無いことを証明致します。

昭和コンクリートエ業株式会社
秋田工場

〒019-2331秋田県大仙市大卷字宅地28-14
TEL 0187 (77) 2321

2026.3
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総数4頁の1頁

証明書番号53-23フ3454-1
Accredited
Calibration
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駁

恣

依頼者 名

依 頼 者 住 所

計量器の名称

型式及び器物番号

管理 番号

製 造 者' 名

指示装置及び器物番号

管理番’号
製造者 名

校正 方法

校正実施条件

校正 結果

校正実施年月日

校正実施場所

力計の不確かさ

力の範囲

  20 kN ~ 300 kN

  60 kN ~ 300 kN

  校正| 書
株式会社増巧商耆，{
秋田県大仙市|大施 く町“ 2
ロードセノレ（ひ乎みゲージ式ロー ドセル）

CLJ-300KNB (圧縮 300 kN ) No.AHG07007

LC-06

株式会社東京測器研究所

ディジタル指示計SCOUT55 No.O95080008

公
茂
a
況
如
芯
a

HOTTINGER BALDWIN MESSTECHNIK

JQA校正要領書による（文書番号 E534603) - JIS B 7728 :2013(180 376:2011)

2頁のとおり

3頁のとおり

2023年11月16日

愛知県北名古屋市沖村五反22番地

一般財団法人日本品質保証機構中部試験センター.

計量計測課校正室

  相対拡張不確かさの最大値等級（参考）

  0.050 % I 級

  0.038 % 0.5 級

上記の相対拡張不確かさは信頼の水準約95 %に相当し、包含係数A:は2である。

校正結果は以上のとおりであることを証明します。

2023年11月17日

愛知県北名古屋市沖村五反22番地

一般財団法人日本品質保証機構

中部試験センター

所長 田中
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この証明書は、計量法第14 4条第1項に基づくものであり、特定標準器（国家標準）にトレーサブルな
標準器により校正した結果を示すものです。

書面による承認なしに、この証明書のカラーコピ・-及び一部分のみを複製して使用することを禁じます

  浜 当センターは、ISO/IEC17025:2017に基づく校正機関として認定されK詔嫡一は原本に認
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昭和コン,クリートエ業株式会社
 萩®エ德

〒019-233 1秋田県大仙市大卷字宅地28-14
TEL 0187(77) 2321

2026.3



総数4頁の2頁

証明書番号53-2373454-1

校正実施条件

1)力計の校正は、下記の特定二次標準器を用いて実施した。

  名称

校正証明書番号

型式及び能力

器物番号

力の方向

力基準機

第215353号

油圧式；

AKN-01202-1

圧縮力

300 kN

力基準機が発生する校正力の相対拡張不確かさ

  力の範囲相対拡張不確かさ

  3kN~ 300kN 0.023 %

  5kN~ 300kN 0.020 %

上記の相対拡張不確かさは信頼の水準約95 %に相当し、包含係数たは2である。

  2) 予備負荷の回数は、力変換器の第一の設置方向では3回、第二及び第三の

設置方向では1回である。

  3) 負荷は0\120°及び240◦に設置を変えた3方向について実施した。

  4) 予備負荷及び各負荷サイクル間の待機時間は3分である。

  5) 力計の指示値の測定は、当該負荷ステップに達してから30秒後に行った。

  6) 設置方向0°では、力の増加方向についてのみ2回実施した。

  7) 設置方向120"及び240°では力の増加及び減少について1回実施した。

  8) 指示装置の分解能は、0.01kNである。

  9) 指示装置の設定は以下のようにして行った。

PARASET 6 (NOM.VALUE : +030000 kN, DEC.POINT ; .00, RANGE : +2.13420 mV/V)

  10) 力変換器への励起電圧は、AC 2.5 Vである。

  11) 力変換器と指示装置の接続ケーブルは、5 mの長さである。

  12) 力計及び指示装置は、校正を始める12時間前からすべての測定が終了する

まで連続した通電が行われた。

  13) 校正を実施したときの校正室の温度、気圧、湿度は以下のとおりである。

温度：22.8 OC±1 OC .気圧：1024 hPa、湿度:55 %

校正器物の温度は以下のとおりである。

温度：23.0 OC±1 0C

以下余白

〇
〇

上記の内容は原本に
相違の無いことを証明致します。

昭和コンクリートエ業株式会社
秋田工場

〒019-2331秋田県大仙市大卷字宅地28-14
TEL 0187(77) 2321

2026.3



総数4頁の3頁

証明書番号53-2373454-1

校正結果

力

(kN)

20

60

100

140

180

200

240

300

力計の出力値

(内挿校正式による値)

(kN)

19.99

59.98

99.98

140.00

180.02

200.03

240.06

300.10

相対拡張不確かさ

(%)

0.050

0.038

0.034

.0.034

0.034

0.034

0.034

0.026

上記の相対拡張不確かさは信頼の水準約95 %に相当し、包含係数たは2である。

上記の校正結果は、増加及び減少する力の測定に適用できる。

ただし、減少する力の測定に適用する場合は、ヒステリシスの不確かさを加える必要が
ある。

上記の校正結果は、校正範囲において下記の内挿校正式から内挿推定されるすべての力
に適用できる。

内挿校正式

力F(kN)から出力値X(kN)を算出：
x=a0+a1-f+a2-f2+a3-f3

  Ao= -4.528240x10 -3

  A!= 9.994966x 10 一1

  A2= 4,482393x10 一6

  A3= -5.499527x10 一9

出力値X(kN)から力F(kN)を算出：

f=b〇+b,-x+b2-x2+b3-x3
  B〇= 4.541837xlO'3

  B!= 1.000503

  B2= -4.479731x10-6

  B3= 5.497424x 10-9

以下余白

上記の内容は原本に
相違の無いことを証明致します。

昭和コンクリートエ業株式会社
秋田工場

〒019-2331秋田県大仙市大卷字宅地28-14
TEL 0187 (77) 2321

2026.3



総数4頁の4頁

証明書番号53-23フ3454-1

諸特性（参考)

力

F (kN)

力計の

  繰返し性・

  b b'

相対誤差（%)

零

fo

内挿

fc

往復

相対分解能
(%)

r/F

等級

  20 0.000

  60 0.017

  100 0.010

  140 0.014

  180 0.022

  200 0.015

  240 0.008

  300 0.003

  0.000 -0.004

  0.000 -0.004

  0.000 -0.004

  0.021 -0.004

  0.022 -0.004

  0-.015 -0.004

  0.004 -0.004

  0.003 -0,004

  0.010 0.050

  -0.007 0.050

  -0.002 0.045

  0.005 0.036

  -0.002 0.028

  0.001 0.020

  -0.001 0,012

  0.000 ―

  0.050 1

  0.01フ0.5

  0.010 0.5

  0.007 0.5

0.006

0.005

0.004

0.003

〇

注1)b, b'Jo.fa, v，rの意味はHS B 7728 : 2〇nの4項による。
注2)相対誤差の決定は同7.5項、分解能の決定は同7.2項、等級分類の判定基準は同7.3項及び
8.2項による。

注3)等級分類の判定には、相対往復誤差を含めてある。

特記事項：校正品の受理後、ゼロ調整を除き修理及び調整を行わず校正を実施した。

以上 0

上記の内容は原本に
相違の無いことを証明致します。

昭和コンクリートエ業株式会社
秋田工場

〒019-2331秋田県大仙市大卷字宅地28-14
TEL 0187 (77) 2321

2026.3
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校正証
依頼者 名

依頼者 住所

計量器の名称

型式及び器物番号

管理 番

製造者

総数4頁の1頁

証明書番号53-2373454-2

株式会社増井商会

秋田県大仙市大曲丸子5^8-ぜ
口 ドセル（ひずみゲージ式'ザセル）

CLJ-1MNB (圧縮1000 kN ) No.AHI07008

号 LC-07

  名株式会社東京測器研究所

  指示装置及び器物番号ディジタル指示計SCOUT55 No.O95080008
管理 番号一

製造者名

  校正方法

校正実施条件

  校正結果

校正実施年月日

校正実施場所

力計の不確かさ

力の範囲

  40 kN ~ 1000 kN

HOTTINGER BALDWIN MESSTECHNIK

JQA校正要領書による（文書番号 E534603) - JISB 7728 : 2013(180 376:2011)

2頁のとおり

3頁のとおり

2023年11月16日

愛知県北名古屋市沖村五反22番地

―般財団法人日本品質保証機構中部試験センター

計量計測課校正室

  相対拡張不確かさの最大値等級（参考）

  0.057 % 1級

上記の相対拡張不確かさは信頼の水準約95 %に相当し、包含係数Aは2である。

校正結果は以上のとおりであることを証明します。

2023年11月17日

愛知県北名古屋市沖村五反22番地

一般財団法人日本品質保証機構

中部試|黄センター

所長 田中
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  この証明書は、計量法第14 4条第1項に基づくものであり、特定標準器（国家標準）にトレーサブルな?
標準器により校正した結果を示すものです。

K 書面による承認なしに、この証明書のカラーコピー及び一部分のみを複製して使用することを禁じます。讀
  沼 当センターは、ISO/IEC17025:2017に基づく校正機関として認定さ也記の肉審は原本!こ泛
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昭和コンクリートエ業株式会社
'秋田工場

〒019-2331秋田県大仙市大卷字宅地28-M
TEL 0187 (77)2321
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総数4頁の2頁

証明書番号53-2373454-2

校正実施条件

1) 力計の校正は、下記の特定二次標準器を用いて実施した。

  名称

校正証明書番号

型式及び能力

器物番号

力の方向

力基準機

第215354号

  油圧式；3 MN

AKN-01202-2

圧縮力

力基準機が発生する校正力の相対拡張不確かさ

  力の範囲相対拡張不確かさ

  30kN~ 3000kN. 0.034 %

  100 kN~ 3000 kN 0.017 %

上記の相対拡張不確かさは信頼の水準約95 %に相当し、包含係数たは2である。

  2) 予備負荷の回数は、力変換器の第一の設置方向では3回、第二及び第三の

設置方向では1回である。

  3) 負荷は0°、120"及び240°に設置を変えた3方向について実施した。

  4) 予備負荷及び各負荷サイクル間の待機時間は3分である。

  5) 力計の指示値の測定は、当該負荷ステップに達してから30秒律に行った。
  6) 設置方向0°では、力の増加方向についてのみ2回実施した。

  7) 設置方向120°及び240°では力の増加及び減少にっいて1回実施した。

  8) 指示装置の分解能は、0.01kNである。

  9) 指示装置の設定は以下のようにして行った。

PARASET 7(NOM.VALUE : +100000 kN，DEC.POINT : .00, RANGE : +2.11560 mV/V)

  10) 力変換器への励起電圧は、AC 2.5 Vである。

  11) 力変換器と指示装置の接続ケーブルは、5 mの長さである。

  12）力計及び指示装置は、校正を始める12時間前からすべての測定が終了する

まで連続した通電が行われた。

  13) 校正を実施したときの校正室の温度、気圧、温度は以下のとおりである。

温度：23.1 OC±1 0C 気圧：1022hPa.湿度：55 %

校正器物の温度は以下のとおりである。

温度：23,1 OC±1 0C

以下余白

〇
〇

上記の内容は原本に
相違の無いことを証明致します。

昭和コンクリートエ業株式会社
秋田工場

〒019-2331秋田県大仙市大卷字宅地28-14
TEL 0187(77) 2321

2026.3



総、数4頁の3頁

証明書番号53-2373454-2

力

 ⑽）

40

100

200

300

400

600

800

1000

校正結果

力計の出力値

(内挿校正式による値)

(kN)

40.07

100.17

200.34

300.48

400.61

600.83

801.00

1001.12

相対拡張不確かさ

(%)

0.057

0.046

0.043

0.042

0.041

0.040

0.040

0.040

上記の相対拡張不確かさは信頼の水準約95 %に相当し、包含係数たは2である。

上記の校正結果は、増加及び減少する力の測定に適用できる。

ただし、減少する力の測定に適用する場合は、ヒステリシスの不確かさを加える必要が
ある。

上記の校正結果は、校正範囲において下記の内挿校正式から内挿推定されるすべての力
に適用できる。

内挿校正式

力F(kN)から出力値X(kN)を算出：

x=a〇+a,-f+a2-f2+a3-f3
   A〇= -3.8812000x10 ^

  Ar= 1.0018286

   A2= -7.5453328x10 -7

  A3= 4.2767090x 10 一n

出力値X(kN)から力F(kN)を算出：

F=B〇+B1-X+B2-X2+B3-X3
  B〇= 3.8895219xlO"4

  B!= 9.9817469x10・'

   B2= 7.5057186x10 -7

   B3= -4.1613918x10 -11

以下余白

上記の内容は原本に
相違の無いことを証明致します。

昭和コンクリートエ業株式会社
秋田工場

〒019-2331秋田県大仙市大卷字宅地28-14
TEL 0187 (77) 2321

2026.3



総数4頁の4頁

証明書番号53-2373454-2

諸特性（参考)

力

F (kN)

力計

繰返し性

  b b'

の相対誤差(%)

零 内挿 往復

   f〇fc V

相対分解能
(%)

r/F

40

100

200

300

400

600

800

1000

0.025

0.000

0.010

0.007

0.002

0.003

0.004

0.000

0.000

0.010

0.005

0.000

0.002

り:000

0.000

0.002

-0.005

-0.005

-0.005

-0.005

-0.005

-0.005

-0.005

-0.005

-0.016

0.010

0.002

-0.003

-0.002

0,004

-0.002

0.000

0.112

0.095

0.047

0.028

0.020

0.013

0.004

0.025

0.010

0.005

0.003

0.002

0.002

0.001

0.001

等級

1
1

1
1

1 0

注1)b, b',fQ,fc, Vプの意味はJISB 7728 : 2013の4項による。

注2)相対誤差の決定は同7.5項、分解能の決定は同7.2項、等級分類の判定基準は同7.3項及び

8.2項による。

注3)等級分類の判定には、相対往復誤差を含めてある。

特記事項：校正品の受理後、ゼロ調整を除き修理及び調整を行わず校正を実施した。

  肚〇

  上記の内容は原本に.
相違の無いことを証明致します。

昭和コンクJJー トエ業株式会社
祇田工場

〒0.19-2331秋田県大仙市大卷字宅地28-14
TEL 0187 (77) 2321

2026.3



jgf号:LC一08
葱滞焚截瀟激薇潔潔薇繡纖

IA® JS 紹

校正証，
依頼者 名

依頼者住所

計量器の名称

型式及び器物番号

管理番号

製造者名

指示装置及び器物番号
管理番号

製造者名

校正 方法

校正実施条件

校正 結果

校正実施年月日

校正実施場所

力計の不確かさ

力の範囲

  200 kN ~ 3000 kN

子最ノ
株式会社増井商会

秋田県大仙市大曲丸子!1

口'ー ドセル（ひずみゲー̂^式ロ ール）
CLJ-3MNB (圧縮 3000 kN ) N0.AHK07004

LC-O8

株式会社東京測器研究所

ディジタル指示計SCOUT55 No.O95080008

総数4頁の1頁

  証明書番号53-2373454-3 g

HOTTINGER BALDWIN MESSTECHNIK

・JQA校正要領書による（文書番号 E534603) -JISB 7728 ; 20I3(ISO 376:2011)

2頁のとおり

3頁のとおり

2023年11月16日

愛知県北名古屋市沖村五反22番地

一般財団法人日本品質保証機構中部試験センター

計量計測課校正室

  相対拡張不確かさの最大値等級（参考）

  0,050 % 0.5 級

薄
憑

如

滅

改
公
改琴

改

湾

公
茂滔

誇

茂
公
改
如
改

碎

改
如
茂恕

滯

上記の相対拡張不確かさは信賴の水準約95 %に相当し、包含係数たは2である。

校正結果は以上のとおりであることを証明します。

2023年11月17日

愛知県北名古屋市沖村五反22番地

一般財団法人日本品質保証機構

中部試|寅センター

所長 田中

藥
b

公
説

滯

如
芯讀

始

この証明書は、計量法第14 4条第1項に基づくものであり、特定標準器（国家標準）にトレーサブルな
  標準器により校正した結果を示すものです。邊
書面による承認なしに、この証明書のカラーコピー及び一部分のみを複製しで使用することを禁じます。
  当センターは、is〇/iec i7〇25:2（n7に基づく校正機関として認定さ蠢®炊瘡齊JJ-李諄姐川±一ja

起纖潔纖纖as纖纖纖纖避纖秘纖纖潔纖纖纖纖邊灌盤磯驗途§̂^物fe'&s纖纖汰
昭和ゴンクリートエ業株式会社

秋田工場
〒019-2331秋田県大仙市大卷字宅地28-14

TEL 0187 (77) 2321

2026.3



総数4頁の2頁

証明書番号53-2373454-3

校正実施条件

1)力計の校正は、下記の特定二次標準器を用いで実施したc

  名称

校正証明書審号

型式及び能力

器物番号

力の方向

力基準機

第215354号

  油圧式；3 MN

AKN-01202-2

圧縮力

力基準機が発生する校正力の相対拡張不確かさ

  力の範囲相対拡張不確かさ

  30 m ~ 3000 kN 0.034 %

  100 kN~ 3000 kN 0.017 %

上記の相対拡垂不確かさは信頼の水準約95 %に相当し、包含係数んは2である。
  2) 予備負荷の回数は、力変換器の第一の設置方向では3回、第二及び第三の

設置方向では1回である。

  3) 負荷は0°、120"及び240°に設置を変えた3方向について実施した。

  4) 予備負荷及び各負荷サイクル間の待機時間は3分である。

  5）力計の指示値の測定は、当該負荷ステップに達してから30秒後に行った。

  6) 設置方向0°では、力の増加方向についてのみ2回実施した。

  7) 設置方向120°及び240"では力の増加及び減少について1回実施した。

  8) 指示装置の分解能は、0.1kNである。

  9) 指示装置の設定は以下のようにして行った。

PARASET 8 (NOM.VALUE ; +030000 kN, DEC.POINT : .0, RANGE ; +2.10870 mV/V)

1〇)力変換器への励起電圧は、AC2.5 Vである。

11)力変換器と指示装置の接続ケーブルは、5mの長さである。.

1'2)力計及び指示装置は、校正を始める.12時間前からすべての測定が終了する

まで連続した通電が行われた。

13)校正を実施したときの校正室の温度、気圧、湿度は以下のとおりである。

温度：23.1 OC±1 0C .気圧：1022 hPa、湿度：55 %

校正器物の温度は以下のとおりである。

温度：23.1 OC±1 OC

以下余白

〇
〇

上記の内容は原本に
相違の無いことを証明致します。

昭和コンクリートエ業株式会社
秋白工場

〒019-2331秋田県大仙市大卷字宅地28-14
TEL 0187 (77) 2321

2026.3



力

一)

200

600

1000

1400

1800

2000

2400

3000

校正結果

力計の出力値

(内挿校正式による値)

(kN)

200.4

600.7

1000.7

1400.5

1800.2

2000.0

2399.4

2998.3

総数4頁の3頁

証明書番号53-2373454-3

相対拡張不確かさ

(%)

0.050

0.039

0.032

0.030

0.030

0.030

0.030

0.029

上記の相対拡張不確かさは信頼の水準約95 %に相当し、包含係数たは2である。

上記の校正結果は、増加及び減少する力の測定に適用できる。

ただし、減少する力の測定に適用する場合は、ヒステリシスの不確かさを加える必要が
ある。

上記の校正結果は、校正範囲において下記の内挿校正式から内挿推定されるすべての力
に適用できる。

内挿校正式

力F(kN)から出力値X(kN)を算出：

X=A〇+A1-F+A2-F2+A3-F3
  A〇= 1.766889xlO'1

  Ax= 1.001349

   A2= -8.880196x10 -7

  A3= 7.842407x 10 一11

出力値X(kN)から力F(kN)を算出：

F=B〇+B1-X+B2-X2+B3-X3
  B〇= -1.760753x10

  B!= 9.986502xlO'1

   B2:= 8.875890x10 -7

   B3= -7.811649x10 -n

以下余白

上記の内容は原本に
相違の無いことを証明致します。

昭和コンクリートエ業株式会社
  一秋田工場
〒019-2331秋田県大仙市大卷字宅地28-14

TEL 0187 (77) 2321

2026.3



総数4頁の4頁

証明書番号53-2373454-3

諸特性（参考)

力

 F⑽

200

600

1000

1400

1800

2000

2400

3000

力計の相対誤差（%)

  繰返し性零 内・挿

    b bl f〇fc

往復

v

相対分解能
(%)

r/F

0.000

0.017

0.010

0.000

0.000

0.005

0.004

0.000

0.000

0.017

0.000

0.007

0.006

0.0.05

0.000

0.003

-0.011

-0.011

-0.011

-0.011

-0.011

-0.011

-0.011

-0.011

-0.001

0.002

-0.003

0.002

0.000

-0.001

0.000

0.000

0.050

0.025

0.025

0.021

0.019

0.018

.0,013

0.050

0.017

0.010

0.007

0.006

0.005

0.004

0.003

等級

0.5

0.5

0.5

0.5

o

注1)b, b',f0,fc, V, r の意味は JIS B 7728 : 2013 の 4 項による。

注2)相対誤差の決定は同7.5項、分解能の決定は同7,2項、等級分類の判定基準は同7.3項及び
8.2項による。

注3)等級分類の判定には、相対往復誤差を含めてある。

特記事項：校正品の受理後、ゼロ調整を除き修理及び調整を行わず校正を実施した。

以上 〇

上記の内容は原本に
相違の無いことを証明致します。

昭和コンクリートエ業株式会社
秋田エ瘍

〒019-2331秋田県大仙市大卷字宅地28-14
TEL 0187 (77) 2321

2026.3



圧縮試験機耐圧盤検査報告書 25 110No

   依頼者昭和コンクリートエ業株式会社秋田工場殿〒〇14_〇〇41秋田県大仙市大曲丸子町8-1_2

株式会社増井商会
Tel 0187-62-3415 Fax 0187-62-0966

最大容量2000kN 製造番号 8334

適用規格 JIS B 7721 検査年月日 2025年8月4日

検査場所昭和コンクリートエ業株式会社秋田工場
測定者

名称 測定能力 製造者 製造番号校正周期 有効期限

検査機器

平面度

検査器
ダイヤルゲージ 0.001~1mm ㈱ミットヨ FAP204 3年 2026年12月31日

硬さ試験機(ショア式D型） 0—95HS ㈱仲井精機 20691 5年 2029年9月 30 0

デジタル角度計 0.01~90.0° ㈱ミツトヨ 000631 3年 2027年1月31日

検査項目 平面度(mm) 硬さ(HRC) *CHS) 球面座回転角(° )

(許容値） 0.010以内 55以上 (73.2) 3以上

【上側】 測定値 0.006 58 77.6 3.5

ム 八 ム

合/

[下側] 測定値 0.012 52

*硬さは5ポイント測定した平均値です。

〒019-2331秋田県大仙市大卷字宅地28-14
TEL 0187(77) 2321

2026.3


